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資料（雑誌）の保存をめぐって

京都南病院副院長

「 情報の洪水 」とも表現されていますが、最近

の情報量の増加は特に著しく、学術雑誌について

も例外ではないようです。医学医療の分野で も

［ 医学中央雑誌］や「Ｉｎｄｅｘ Ｍｅｄｉｃｕｓ」の頁数や

収録タイトル数の増加を見れば、そしてその重量

の増加を見れば情報量がいかに増大しているかが

理解できましょう。このような情報量の増加は医

学医療が日々進歩し、変化しているということを

示しています。情報を適切に取り入れて、病院に

おける医療の質を高めていく努力が必要です。最

新の情報を収集して利用できるように保存してお

くこと、そして必要な情報を的確に探し出して利

用に供していくこと、そのことを通して病院での

医療活動に参加していく、そのために病院図書室

が存在しているのだと言えましょう。

先日の神戸での日本病院会全国図書室研究会で

鶴見俊軸先生は、本は読まれてはじめて本であっ

て、読まれない本はただの紙である、という趣旨

のことを話されたそうですが、資料についても同

じことが言えそうです。利用されてはじめて資料

であり、情報となります。それ故、資料は利用し

やすいように保存されていなければなりません。

医学雑誌の増加に伴って、いきおい図書室のスペ

ースの拡大を言いたくなります。しかし、病院図

書室は直接には収益につながらない部門であり、

また医療の質という評価しにくい分野での貢献で

もあります。ますますきびしくなる最近の医療情

勢の下では、図書室のスペースの拡大は望めませ

ん。また√晴報量が贈えるに従い、図書室への文

献検索や文献複写の依頼は増えてくることと思わ

れますが、図書室の人員の増加も情報量の増加に

とてもついていけそうにありません。

戸津崎 茂雄

必要とされる情報が迅速に利用者に到達するよ

うにしておくためには、資料の収集と保存が十分

になされていること、的確な検索がなされること、

そして必要な文献が速やかに準備されることが大

切です。文献検索に関しては、「Ｉｎｄｅｘ Ｍｅｄｉｃｕｓ」

や「 医学中央雑誌 」などの二次資料による検索か

ら、最近ではオンライン検索やＣＤ－ＲＯＭを利用し

ての検索が登場し、広まりつつあります。文献検

索の面でのニュ―メディアの今後の動向には十分

に注目しておく必要がありそうです。資料の増加

があり、その上に文献検索がしやすくなれば、依

頼文献数は当然増えてくるものと思われます。そ

こで問題になるのは、せっかく探し出した文献を

いかに早く利用者の手元に届けることができるか、

すなわち多数の資料が利用しやすい形で保存され

てい るかどうかということだと思います。

多くの病院では、増加する新しい資料の収集と

保存のためのスペースを確呆するために、しかた

なく古くなった資料を廃棄しているのが現状でし

ょう。そして、廃棄してしまった資料の利用要求

が後で出てくるのもまた事実でしょう。昭和５６年

度の日本病院会全国図書室研究会のシンポジウム

において、当院の小河一夫前院長が病院図書室に

おける資料の廃棄について言及しています。すべ

ての病院が資料を永久保存することは不可能であ

るので、資料の廃棄についての考え方を明らかに

しておくことが必要であるとして、『 蔵書を処分

する場合には必ずそれら古いものを利用するとき

にはどうし たら良いかが問題になります。そのこ

とのめどがついたら廃棄処分が可能だということ

になろうかと思います』と述べ、他の図書館との

連携の必要性を強調しています。
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病院が集まって一つのネットワーク刳乍り、そ

のネットワーク全体の申で古くなった資料の廃棄

と保存を考え、ネットワーク内での百料の相互利

用が気軽に行えるようにしておけば、一つ一つの

病院が自己完結的に資料の保存をするのとは段違

いに多くの資ｍが保存できる計算になります。資

料の種類とその保存病院がわかり、さらにそれを

利用することができるとわかっていれば、せっか

く苦労して集めた資料を廃棄するというるの重荷

からはいくぶん解放されるでしょう。しかし、各

病院には割り当てられた資料は責任を持って、利

用できるような形で、何年も保存しなければなら

ないという重い責任がのしかかります。この両者

のバランスをとることが必要です。このような責

任ある保存は図書室のみの意志決定では不可能で

す。病院という機関が意志決定しなければネット

ワークへの責任はとれないでしょう。

それぞれの病院間での資料の相互利用、それも

お互いが利用しやすい形での相互利用。それがで

きれば、ネットワーク内での資料の収集、保存の

範囲は格段に広がります。協議会は文献の相互貸

借についてはそれなりに経験を積んできました。

今度はそれを少し進めての「 分担保存 」。ぜひ実

現に向けて努力して欲しいものと思います。しか

し、会員間には設立母体の違い、病院管理者の図

書室に対する考え方の違い、そして、図書室の規

模の違いなど格差の問題は歴然と存在しています。

なんとか強い不公平感のないような形での分担保

存、各々の病院が自らの特長を生かして、あまり

負担を感じないような形での分担保存を探し出し

たい ものです。そして、う

ってきませんので、遠い先のことも考えておく必

要があり、病院のトップが交替しても図書室のス

タッフが交替しても同じように利用できる確たる

システムとしての分担保存を実現する必要があり

ます。各病院にはそれぞれの事情があると思いま

すが、その実現に向けて努力してみたい ものです。

昨年の日本病院会全国図書室研究会で「 病院図

書室における資料の保存と廃棄 」というシンポジ

ウムの座長をする機会を与えられまし古。今まで

にこういう問題について正面から考えたことが無

く反省しております。「 スペースがいっぱいにな

ったので雑誌を廃棄しなければなりません 」と聞

いても、「 スペースがいっぱいなら仕方がなレＵ

くらいにしか考えていまぜんでした。また、いよ

いよ「 ○年度以前の雑誌は廃棄します 」と聞いて

も、「 仕方ないな 」と言うくらいのことでした。

ただ、そうは言っても廃棄された雑誌類は見ない

ようにしていました。それは、戦後の物のない時

代に冷たい川の申で鉄屑を拾って稼いだお金で

「 少年 」を買い「 鉄腕アトム 」を読んで育った自

分は、 きっと廃 棄された雑誌 を もったいない

と拾 ってし まうと思 うからです。

資料の廃棄に同意した少しまじめな思いは「 も

し廃棄した雑誌の中の文献が必要になっても、大

学図書館のような大きな図書館には雑誌は残され

ているだろうし、少々時間がかかっても我が優秀

な司書はきっと文献を探し出して揃えてくれるだ

ろうＪという思いでした。 きっとそういう何もわ

かっていない管理者に業を煮やして、「 少しは勉

強しろ 」と座長の役がまわってきたのだろうと思

います。一週間ほど真剣に悩みました。そして、

これは一種のイジメであるとの結論に達し、断り

に行きましたが、うまく丸め込まれ結局引き受け

ることになりました。それからが大変でした。病

院に出てくると机の上に資料の山が積まれている

日が多くなりました。資料の保存と廃棄について、

病院図書室について、近畿病院図書室協議会につ

いて、○ＯＯについて、‥・などなど「 ご参考まで

にお読みください 」とのメモが添えられて。

おかげさまでいろいろなことを勉強し、知るこ

とができました。勉強の機会を与えてくださった

主催者の方に感謝しております。今年 も皆さんの

ご活躍をお願いいたします。
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